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は じ め に

本稿は、大正期・昭和期の九九教授がどのよ

うに実践されたのかを明らかにする目的で論究

する1)。なぜ、九九教授に焦点を当てるかとい

えば、九九が普遍的な価値を持ち、小学校の教

育の歴史の中で過去も現在も同じように授業さ

れていると考えたからである。しかし、筆者の

この考えは研究を進めていく中で修正が必要と

なってきた。

明治期からの乗法の教授実践において、九九

の指導は 2つの点で揺れ動いてきている。

第 1点目は、九九の総数が 81 算なのか 45 算

なのかということである。九九を 81 算と見る

のは総九九と呼び、戦前の国定教科書では

1925(大正 14)年の『尋常小学算術書』におい

て初めて採用された。それまでは九九を学習す

ると同時に交換法則を授け、小さい数から大き

い数を唱える半九九または制限九九と呼ぶ 45

算だけであった2)。

つまり、半九九では、式で記述された 2×3

も 3×2 もともに「二三が六」と呼んでいたと

いうことである。

総九九を推進しようとする教師たちは、半九

九では筆算のときに不便であると論じた。

413×2 の筆算なら、まず一の位の計算は、「二

三が六」で乗数から被乗数を唱えるのに対し、

十の位になれば、被乗数の 1から乗数の 2に向

かって「一二が二」と唱え、百の位は、また乗

数から被乗数を唱えて「二四が八」となる。し

かし総九九を用いればいつでも乗数の 2から九

九を唱えることができるので混乱がないと主張

した。

一方、半九九に賛成の教師たちは、これまで、

半九九で教えられてきており、そのため社会で

は半九九になっていることや九九の総数が増え

ることで児童の学習の負担が大きくなることを

根拠とした。この論争は 1905(明治 38)年に第

一期国定教科書の発行された頃から始まり、大

正末の国定教科書の改訂を一つの契機として

ピークに達した。

また九九の第 2点目の争点は、乗数から唱え

るのか、被乗数から唱えるのかということで

あった。「二三が六」は、2の 3倍なのか、3の

2倍かということである。
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半九九を採用している間は、この問題は表面

化しなかった。いずれにせよ、小さい数から大

きい数を唱えればよいということであって、式

の意味と九九が一致する必要はなかったのであ

る。

それが 1925(大正 14)年の『尋常小学算術書』

では総九九を採用し、3×2 を「二三が六」と

呼び、2×3 を「三二が六」と呼ぶ、乗数先唱

とされた。これは九九に意味を持たせる指導が

必要になったことであった。

結局、この第 3期国定教科書の改訂は、授業

での九九の扱いに大きな影響を与える一大変化

であり、現場の教師たちの指導に混乱が生じた

のである。

この突然の教科書の変化に対して、当時の教

師たちはどのように対応したのであろうか。

以上のような背景、問題意識のもとでその頃

の九九の教授案・指導案を集め、考察の対象と

して論究していくことにする。

なお、先行研究に、九九の教授案・指導案に

ついて考察の対象としたものはない。

1 明治末期の九九教授実践の

特徴と問題点

まず、明治末期の九九教授の実践の様子につ

いて述べておきたい。

明治末期 (明治 40 年前後) の九九教授は、

主に問答法と計算練習で進められた。特に授業

に影響を与えたのがヘルバルト派の段階教授法

と国定教科書である。おもに次の 4点の共通点

を持っていた。

① 授業の最初に復習から入ること

② 教材を意味なく細分化すること

③ 応用で単位のついた命数を扱うこと

④ 計算問題に使う数量を規則正しく出すこ

と3)

ヘルバルト派の教授理論・教育方法の影響は、

授業の最初に復習から入ることについて表れた。

これまでの経験に新しい内容を統合しやすいよ

うに、授業の最初の復習は、新しい学習内容と

既習の内容との接続を意図していたが、あらか

じめ授業で習う内容を分割して練習させること

が多く、不自然な授業展開になることがあった。

また、九九の 2 の段を分けて、2×2、2×3、

2×4 は単元の一時間目で、2×5、2×6、2×7

は 2 時間目というように教授されることが多

かった。これは教授する予定の内容を時間数で

分けたために、このような中途半端な授業と

なったのである。

さらに、児童が考える問題は「2 が 3 つでい

くらか」のような抽象的なもので始まり、後半

には、「2 銭が 3 つでいくら」と、単位を附け

て出されることが多かった。また、数値は、規

則正しく出されることが多かった。これらは国

定教科書の教師用からの影響で、授業が教師用

書の構成と同じように進行したことを物語って

いたのである。

2 国定教科書教師用の指導構想

次に、国定教科書の指導構想を検討してみよ

う。

当時、国定教科書は表紙の色から黒表紙本と

呼ばれた。乗法の内容は、その意味が 1年生で、

九九の内容が 2年生に位置づけられていた。

なお、黒表紙教科書の作成された年度は次の

表のとおりで、尋常小学校の 1年用と 2年用に

ついては教師用しかなく児童用教科書は作られ

ていなかった。この教科書は 1935(昭和 10)年

の緑表紙と呼ばれる教科書が発行されるまで続

き、この間、算術科の教科書に大きな修正は加

えられなかったが、その例外として、1925(大

正 14)年の第 3 期改訂版では、尺貫法がメート

ル法に変化し、九九が半九九から総九九となっ

ている。

つまり、教師にとって教科書通りに授業を進

行すれば、明治末から大正末まで 20 年間は半

九九で教育実践を展開し、その後の昭和初期の

10 年間は、総九九で実践を行ったということ

である。

伊 藤 真 治46



『尋常小学算術書 第二学年』1910(明治 43)年

Ⅱ 乗 法

〔2ノ掛算ノ九九〕

2×2=4

2×3= 6 3×2= 6

2×4= 8 4×2= 8

2×5=10 5×2=10

2×6=12 6×2=12

2×7=14 7×2=14

2×8=16 8×2=16

2×9=18 9×2=18

注意 先ヅ上ノ式ハ 2+2=4、2+2+

2=6…ヲ短ク書キタルニ過ギザルモノナル

コトヲ了解セシメ、之ヲ九九ノ声ニテ暗記

セシムベシ．以下モ之ニ倣フ．

3人×2ノ如キ名数ノ計算及ビ応用問題

モ之ヲ課スルコトヲ忘ルベカラズ．(以下

略)4)

『尋常小学算術書 第二学年』1918(大正 7)年

Ⅱ 乗 法

〔2ノ掛算ノ九九〕

2×2=4

2×3= 6 3×2= 6

2×4= 8 4×2= 8

2×5=10 5×2=10

2×6=12 6×2=12

2×7=14 7×2=14

2×8=16 8×2=16

2×9=18 9×2=18

注意 先ヅ上ノ式ハ 2+2=4、2+2+

2=6…ヲ短ク書キタルニ過ギザルモノナル

コトヲ了解セシメ、之ヲ九九ノ声ニテ暗記

セシムベシ．以下モ之ニ倣フ．

掛クトイフ語．掛クル印〔×〕ハ此所ニ

テ教フベシ．

3人×2ノ如キ名数ノ計算及ビ例ニ示セ

ル如キ応用問題ヲモ課スベシ．5)

『尋常小学算術書 第二学年』1925(大正 14)年

Ⅱ 乗 法

〔2ノ掛算ノ九九〕

1×2= 2 2×2= 4 3×2= 6

4×2= 8 5×2=10 6×2=12

7×2=14 8×2=16 9×2=18

注意 先ヅ上ノ表ハ其ノ下ニ書キタル式

ヲ表スモノナルコトヲ了解セシメ、之ヲ九

九ノ声ニテ暗記セシムベシ．九九ハ総九九

ヲ用ヒ、二一 2、二二 4、二三 6、二四 8、

二五 10、二六 12、二七 14、二八 16、二九

18ト唱ヘシムベシ．

掛ケルトイフ語、符号〔×〕此処ニテ授

クベシ．6)

ここまで示したとおり、国定教科書の構成は

あまり変化していない。しかし、第 3期改訂の

教科書では、総九九が採用され、乗数から唱え

ることになっている。

3 大正期における九九教授の実践

次に、大正期の教育書に示された教授案を検

討したい。

(1) 大正期における九九教授案についての解説

①京都府女子師範学校附属小学校編『模式的教

材を中心としたる各科教授の研究』1916(大

正 5)年

尋常二学年の乗法教授の目的

乗法の意義を授け掛算九々と累加との関
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尺貫法がメートル法へ、
総九九採用・乗数先唱

1925 (大正 14)第 3 期改訂

数理思想の開発
低学年児童用の発行

1935 (昭和 10)
第 4 期
(緑表紙)

使用年度 改訂のポイント

※ 国定教科書の発行年度と改訂のポイント

1905 (明治 38)第 1 期

4 年制が 6年制に1910 (明治 43)第 2 期

新教育の流行1918 (大正 7 )



係を知らしめ九々適用の能を養ふ。

乗法九々教授の準備

乗法の意義を理解せしめ掛算九々の意義

を了解させるには同数累加練習を余程以前

よりして置かねば其の目的を達することは

出来ない。故に第一学期より常に累加の練

習をなし (中略)

教程 7の掛算九々

｢目的」7 の掛算九々の意義を知らしめ

て其の呼声を暗記させこれが適用になれ

させること。

7の掛算九々の逆を知らしめ 7の除法教

授の準備をなす。

週時日圓銭人軒の単名数の計算になれさ

せること。

｢教授予定次数」二時間

第一時教材 7の掛算九々 (教科書三十六

頁及び三十七頁)

｢教法」 予備。

(1) 7、8、9の累加練習

例 7+7はいくらか。7二つはいくらか。

7+7+7はいくらか。7三つはいく

ら か。7+7+7+7+7+7+7+7+7

はいくらか。7九つはいくらか。

提示

(1) 7の掛算九々の意義と呼声の教授。

(イ) 7 七つでは 49……7×7=49……

七七四十九

(ロ) 7八つでは 56……7×8=56……

七八五十六

(ハ) 7九つでは 63……7×9=63……

七九六十三

(イ) 8七つでは 56……8×7=56……

七八五十六

(ロ) 9七つでは 63……9×7=63……

七九六十三

以上問答しつゝ板書し 7倍又は 7 掛ける

といふ意味及び其の九々を掛け九々には二

様の意義あることを知らせる。

(2) 練習

(イ) 算式を見て呼声練習 (7×7) (7×8、

8×7) (7×9、9×7)

整理

(1) 九々に二様の意義あることを説明させ

る。七八五十六と云ふのは 7を 8倍し

ても 8を 7倍しても五十六であると云

ふことであります。

(2) 次の算式を見て九々呼声練習。7×2

7×3 7×4 7×5………7×9

(3) 同上の算式を見て漢字の九々に書き改

めしむ｡7)

まず最初に、京都府女子師範学校附属小学校

編『模式的教材を中心としたる各科教授の研

究』を取り上げてみよう。2 のかけ算九九では

なく、7の九九である。半九九を採用している

ことが明確である。「整理」で「九々に二様の

意義あることを説明させる」活動があり、これ

を理解させることが授業の目的の一つである。

教授案の特徴として本時は、抽象的な数の計算

で終わっている。また除法との関連が意識され

ており、交換法則を扱っているということであ

る。

特に、計算を問答法で出しているが、その問

題の出し方が規則正しくなっている。明治末期

の教授案とよく似た構成といえよう。

②群馬県師範学校初等教育研究会編『新思潮に

立脚せる各科教案例』1921(大正 10)年

(二) 九九教授 尋常科第二学年

題目 2の掛算九九 32頁 (六回予定の第

一回)

要旨 一、着眼点

掛算九九の意義及二の段九九の呼声を授

けて之を応用させて掛算の基礎観念を養ふ

二、取扱方針

(一) 累加から倍することに導き之を要約

して呼声を授ける (但し逆九九は授

けないこと)

(二) 呼声と意味との連絡を図って其の意

味を徹底させ、呼声は反射的に口唱

出来る様にすること

(三) 既授名数を使って事実問題として練

習させる

三、本時の着眼点及取扱方針

(一) 九九の意義、符号及二倍すること、

三倍することを知らせる
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(二) 教授は二を三倍することからはじめ

る摘要及び方法

予 備

一練習

(一) 2銭+2銭+2銭=

(二) 3銭を 2へん寄せたならいくらにな

りますか

(三) 2枚を 2 倍したなら幾枚になります

か

(四) 3枚を 2 倍したなら幾枚になります

か

(五) 2 を 3 倍したなら幾らになりますか

(六) 2 を 3 倍することは 2 をどうするこ

とですか

(中略)

二目的指示

今日はこの勘定をするのに大変都合のよ

い仕方がありますからそれを習ひませう

提 示

一．符号の教授

(一) 板書した事項に就いて加法及減法の

算式に符号のある様に倍することに

も符号のあることを知らせる。

(二) 符号「×」の意義及読方を知らせて

上記算式の倍するところに記入する。

× かける 倍すると仝意義である

ことを知らせる

2×3=6 2 かける 3は 6

3×2=6 3 かける 2は 6

2×2=4 2 かける 2は 4

(三) 符号の書方を授けて後教師算式を口

唱して児童にかかせる ×

2 かける 3は 6 2×3=6

3 かける 2は 6 3×2=6 (中略)

二．九九の呼声教授

意味と連絡して呼声を授ける

2×2=4 二二が四 呼声を徹底させる

2×3=6 二三が六 但し二三が六の場

合は二義あることを知らせる

3×2=6

三．九九の意義取扱

(一) 2 を 3 つ寄せることは 2 を何倍する

ことですか

(二) 2 を 3 倍することは式でどう書きま

すか

(三) それを九九で呼んだら何と言ひます

か

(四) 二二が四と言ふことはどんな訳です

か

(五) 2 の 2 倍は 2 を幾つ寄せることです

か

四．要 約

次の式を読ませて九九を唱へながら要約

する

2×2=4 二二が四

2×3=6

3×2=6 二三が六

練 習

一．名数として練習

2セン×2= 3セン×2

2マイ×3= 2マイ×2

二．事実問題の練習

(一) 清水井さんで一本二銭の色鉛筆を買

ふにはいくらいりますか

(二) 子供が三人集まりました眼の数は皆

でいくつになりますか、耳は、手は、

足は等

(三) 今朝学校の入口に人力車が三台あり

ました。輪は皆でいくつになります

か (以下略)8)

続いて群馬県師範学校初等教育研究会編『新

思潮に立脚せる各科教案例』を取り上げてみよ

う。この教授案は、2 の段の九九である。この

教授案の特徴は、①国定教科書の指導構想に

似ていること、②「予備」の練習の所で、単位

をつけた名数による問題を出していること、③

2×3 と 3×2 を同時に扱っていること、④「目

的指示」でかけ算の式の価値を意識しているこ

と等である。問答法で進めていることも明確で

ある。

名数による問題提出は、生活との結びつきを

意識して具体的な問題を使って導入しようとい

う主張が起こり、それに倣ったためである。現

代の教科書も、文章問題として具体的な場面か

ら問題が出されているが、大正時代にその起源

があるということで、九九以外の算術教授案も

同様に具体的な問題を取り入れる傾向であった。
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また、かけ算の式の価値を意識して扱う教授

案は、大正期に入ってから増加するのである。

このような場合、2+2+2+…2 が長くなるこ

とと 2×□が簡単に記述できることを対照して

提示するのが一般的で、この教授案のような

2×3 ではその価値は強調されないといえる。

そういう意味では少し物足りない。

さらに、個人の著作による九九教授について

取り上げ検討してみよう。

先に、大正期になって九九の価値を扱う教授

が増えてきたと述べたが、その原因の一つと考

えられるのは、及川平治の『分団式動的教育

法』が、これを取り上げているからである。

③及川平治『分団式動的教育法』1912(大正)年

教師、早口に問ふ。

皆さん二、二、二、二でいくらですか、

……先生。あまり早いので数へることが

できません。

然らば、同じ数の寄せ算を先生に問ふてご

らん。

……甲、乙、丙、丁競うて教師に問を出

し教師を困らせやうとする、

生徒は教師の速答に驚き、竟に次の質問を

なすに至る、

先生、早く数へる方法がありますか？あ

るならば教へて下さい

二が四へんのときは……二四が八

二が五へんのときは……二五…十 と教へ

るのである｡9)

授業は、この後、児童が自ら九九の練習に取

り組み、九九を暗記することになっている。以

上のように、及川は、九九を速く計算するため

の道具として、そのまま授業で実演して見せて

その価値を強調したのである。

彼は、「従来の教育は乗算九々の機能を忘れ

て、九々の構造を授けようとした」と述べ、教

材の価値を生かすことを主張した。彼は「分団

式動的教育」を広め活躍することもあり、この

九九の指導法を取り入れた教師は少なからずい

たと考えられる。

④後藤胤保『算術教授の実際 第二学年』1916

(大正 5)年

二 教法

A 予備

1 累加問題の提出と計算 (2 の累加)

2 倍することの意義及び掛ける印の復習

B 教授

1 式の教授

(示範)

2+2=4………2×2=4

2+2+2=6………2×3=6

2+2+2+2=8……2×4=8

……2×9=18

2 九九の唱方教授

上記の板書を基礎として即之を示しつヽ

教師の 範唱により……二二が四．二三

が六．二四が八……なることを個々に唱

へしめ．全体又は部分高唱せしめ．或は

又個人に輪唱せしむ。

3 乗法九々の練習

(イ) 2 の九々の呼び声及び意味の練習

(ロ) 2 の九々を用ひて問題を解く練習を

すること．

二人づつ並んだ机が三ッで幾人．五ッ

では幾人．一ッの窓に戸が二本づつある

四箇所では何本……等

C 練習 (或は応用)

1 計算問題 (九々による) の練習

3×2=6 4×2=8 5×2=10

6×2=12 7×2=14 8×2=16

9×2=18 10×2=20

2 二の掛算の逆

4=2×△ 6=2×△ 8=2×△

10=2×△ 12=2×△ 14=2×△

16=2×△ 18=2×△ 20=2×△

最初は掛算九々と対照して比較的に其の

逆を教へるのである．即ち


2×3=6 (二の三倍は六)

6=2×△ (六は二の何倍か)

と云ふやうに掛算九々によって未知数を

発見せしむること．

3 名数の計算

2銭×3=△ 2 本×4=△ (中略)
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4 応用問題

(イ) 一本二銭の鉛筆六本の代金何程

(略)10)

後藤胤保は、当時、東京高等師範学校附属小

学校の訓導である。彼は総九九推進論者で、

「明治三十七よりこれを経験している」と述べ

ている。そして総九九をいったん取得すれば

「相当に便利をなすものである」と、その利益

についても強調していた11)。

総九九を推進している後藤であるが、教授案

そのものは、国定教科書の構想を守っている。

まず、累加と九九を結びつけ教授しており、

2×3 の計算は 2 が 3 つというとの意味づけで

ある。

｢練習」では、2 倍する計算や答えから乗数

を発見させることを予定している。また、次に

名数の計算や応用問題をさせようと意図してい

る。この計画は国定教科書の構想と同じである。

なお後藤と同じように、総九九の立場を主張

していたのは、東京青山師範学校のグループで

あり、彼らの著作にも「逆九々の実施を望む」

と記されている12)。しかし、この著作に載せ

られた教授案は、逆九九を生かしたものではな

く、後藤と同じように国定教科書の構成に近い

展開であった13)。この事実から国定教科書の

影響力が強かったことが明確となるのである。

⑤高橋喜藤治『教案中心算術教授の実際案』教

育研究会 1917(大正 6)年

附、教授案例

教材。2 の掛算九九教授 (第一時) 2 の唱

へ方並に意義の教授

予備。

(1) 2 の累加練習

2 に 2 を足していくら、4 に 2 を足し

て、…………練習 20 まで

(2) 同上 (筆答)

2+2=

2+2+2=

2+2+2+2=

2+2+2+2+2=

(3) 累加の式を乗式に直すこと。

2×2=、2×3=、2×4=、2×5=

これ以上は類推せしめて 2×9=まで乗

式を作らしめる。

教授。

(1) 目的指示

今やったやうに 2を幾つも足す時、だん

だん寄せて行くのは随分面倒でありませ

う。(2 の 5 倍の場合。) 2 に 2 を足して

4、4に 2を足して 6、6に 2を足して 8、

8 に 2 を足して 10、答 10随分厄介です

ね。今日は之を大へん楽にやることを教

へます。それは九九といふものです。誰

か聴いたことがありますか。

(2) 呼び声教授

板上の乗式を利用して、二段に取扱ふ。

先づ

2 が 2 で (教) 4 (児)

2 が 3 で (教) 6 (児)

2 が 4 で (教) 8 (児)

………………………

2 が 9 で (教) 18 (児)

斯ういふやうにして覚えておくのですが、

もっと覚えよくしたものが九九です。

板書せるものを指摘しつつ九九範唱 (中

略)

(3) 九九の意義問答

｢二三が六」といふのは、2 を幾つ足し

て六といふのですか。

｢二五十」といふのは、2 を幾つ足して

十といふのですか。(中略)

練習。

(1) 算術帳に練習。

乗式の形で提示して次のやうに書かせ

る。

2×2=4

2×3=6

……………

2×9=18

(2) 点検並に唱へ方練習。

個唱斉唱等種々の方法で練習する｡14)

次に、高橋喜藤治の実践を取り上げてみよう。

彼も東京高等師範学校附属小学校の訓導である。

しかし、彼は後藤とは異なり、総九九には反対

大正・昭和初期における九九教授実践 51



の立場を取っている。

式の意味について彼は、「2×5 の意味は、2

を 5寄せることで、5×2 は 5 を 2寄せること

とし、九九で答えを出すときは、ともに二五十

を用いるのだ」としている15)。

この教授案の特徴は、①一度に 2×2 から

2×9 までの範囲を扱っていること、②被乗数

が 2 の場合だけを扱っていること、③児童の

創作活動を取り入れて任せていること、等であ

る。これまで取り上げた教授案の中では、優れ

たよい教授案と言えよう。

また「目的指示」では、九九の価値の説明も

明確である。

⑥荒井忠吉、渡辺千代吉『尋常小学算術書之教

授第 2学年 2・3学期』1920(大正 9)年

教授案例

題目 2×2、3……5 の掛算九九

要旨

(1) 2×2、3……5 の意義及び九九の唱へ方

(2) 掛くといふ語及び掛くる印〔×〕の教授

(3) 以上の練習。

準備

教順

1．2 に 2 を足していくら、其に 2 を足し

ていくら、其に 2を足していくら、其に

2を足していくら、

2．次の式を与えて解答させる

2+2+2= 2+2= 2+2+2+2=

2+2+2+2+2=

3．2 が 3度では幾つになりますか。

2が 4度では幾つになりますか。

2の 3倍は幾つ。2の 5倍は幾つ。

4．2 の 3 倍といふことを式に書いて見る

と、

2×3= となります

之の式は 2の 3倍と読んでも差支ありま

せんが、今日は又別に読む事を教へませ

う。

｢2 掛ける 3 は」と読みます。サア皆さ

んと一所に読んで見ませう。

K 子さん、谷川さん。大層よく読まれ

ました。

皆さんは次の式を読まれますか。

2×4= 2×2= 2×5=

5．このお答えを出すのに、これまでと

違った都合のよいやりかたがあります、

今日は其を教へてあげませう。

6．次のやうに式と対照して九九の呼声を

授ける。

2×2= 4 二二が四

2×3= 6 二三が六

2×4= 8 二四が八

2×5=10 二五 十

7．このやうに九九を覚えて居れば、お答

が早く出来てしまひます。サア皆で一所

に言うてみませう。

(以下略)16)

荒井と渡辺の二人は東京女子高等師範学校附

属小学校の訓導である。

この教授案は、教科書に準拠したものであろ

う。2 の段を分けて、本時は 2×2 から 2×5 ま

でを対象として授業している。

授業で実際に使っている言葉で記述しており、

九九のよさを「九九を覚えて居れば、お答が早

く出来てしまひます」と述べている。

国定教科書の構想では、2×3 を教えた後に、

早い段階で 3×2 も指導することになっている

が、この教授案では分けて教えようとしている。

そのため、単元計画では 2×9 までを学習した

後、全体として 4時間目に 3×2 から 9×2 を教

える予定である。

⑦広宇三郎『最新思潮による算術直観教授の実

際並に設備詳説』1923(大正 12)年

掛算九々

実験観察要項

【一】目 的

(1) 乗法の意義を明かならしむ。

(2) 九々の形式内容に就て明瞭確実なる観

念を得しむ。

【二】方 法

(1)「二三ヶ六」に就ての研究。(教、児)

(a) 次の直観具の観察。
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(1) 真四角形が総て何個か。

(2) 一列の個数いくらか。

(b) 右考察の結果を算式にて発表せしむ。

3+3=6

また言語にて、「三の二倍は六です」(尋一

にて既習)

(c)「二倍」の意義教授

(d) 乗算々式教授。3×2=6

(e) 九々呼声教授。「二三 六」

(f) 九々応用

(2) 右に準じて次の九々を教授す。

4×2 ｢二四 八」

(以下 9×2 まで略)

(3) ｢二三 六」(九々の裏方面) に就ての

研究。

(a) 次の直観具の観察。

(b) 算式構成。2+2+2=6

(c)「三倍」の意義教授

(d) 乗算々式教授。2×3=6

(e) 九々呼声教授。「二三 六」

(f) ｢二三 六」の呼声の二様の意義に就

ての比較。

(g)「二三 六」なる九々の応用｡17)

広は、奈良県の訓導である。

題名が「実験観察要項」となっており、児童

に実験や観察をさせようと意識しているのが分

かる。顕著な特徴としては、①国定教科書の

構想と異なり、「直観主義」に基づいて視覚に

よって教授しようとしていること、②「研究」

という言葉を使っていて児童に主体的に作業に

取り組ませようとしていること等である。九

九々を自ら構成させているといえる。

｢直感具」の縦と横の方眼をどのようなまと

まりで見るのか、様々な見方があるが、このこ

とについてはふれないで、一つの見方で統一し

ている。

この広の教授案で注目すべき点は、「二三ヶ

六」は 3 の 2 倍として扱っていることである。

そのため、2 が 3 つについては「九々の裏方

面」としているところである。

(2) 大正期の九九教授の特徴

さて、これまでに取り上げた教授案の共通点

について整理しておきたい。まず、多くの教授

案が累加から九九へと結びつけていたことが挙

げられる。また、同じく半九九を使って教授を

行っていたものがほとんどである。交換法則の

指導が行われていたが、その時間中に逆の計算

を教授する場合もあれば、その時間は扱わない

で、後日教授する場合もあった。

教授案が明治末期より進歩している点として、

2 の段の九九であれば、2×2 から 2×9 までを

一度に扱う教授案が増えていたことである。教

材のまとまりを意識すれば、2 の段の九九を分

解して教授することは避けるべきであり、好ま

しい変化と言えよう。

また、問答法のみの教授から、児童の活動を

増やした点も高橋や広の教授案には見受けられ

る。

そして、及川の九九教授以来、九九の価値を

授業で取り入れる教授案が増えてきたことであ

る。特に、高橋の教授案では、その説明も分か

りやすく記述されている。

4 昭和初期の九九教授案・指導案

ここでは 1926(昭和元)年から 1935(昭和 10)

年までの九九の教授案・指導案を考察の対象と

して検討する。

なお、「指導案」という用語は、大正末期か

ら教育関係者の間で使われる言葉になるため、

ここでは「教授案・指導案」として使うことに

する。

さて、教授案・指導案を検討する前に、当時

の論争の一部を取り上げて考察してみよう。

(1) 総九九か半九九か

ここでは、当時の教師たちが、この論争でど

ちらの立場を取っていたのか明らかにしておき

たい。一般的に教師はこれまでの実践の中で成

功している場合は変化は好まないと思われるが、

大正・昭和初期における九九教授実践 53



といって、国定教科書の方針に異を唱えること

も自信がなければできないことである。そのた

め、彼らがどのようにこの問題に対応したのか

ということは興味深いことである。

ここでは、高等師範学校の関係者の主張に

絞って取り上げて考察したい。

清水甚吾は奈良高等女子師範学校附属小学校

の訓導で、有名な教育実践家であった。彼の場

合は、最初、半九九の立場を取っていたが、国

定教科書の改訂版が出てからは、実践する教師

が決めればよいとしている。

｢自分は総九九がよいと思ふ人は総九九がを

採用するがよいし、自分は順九九で十分に成績

をあげ得るといふ自信のある人は順九九を採用

するがよい｣18)。

新宮恒次郎は広島高等師範学校の教諭で、総

九九推進の立場を取っていた。「吾人はどこま

でも総九九を使用すべきであることを断言して

おく」「総九九の中、被乗数先唱か乗数先唱か

は未の問題である」と述べている19)。

東京高等師範学校附属小の訓導であった稲次

静一は、「私はまだこの問題に対して断言する

程の経験を持たない」としつつも「総九九は指

導してもよろしい」と述べている20)。

広島高等師範学校附属小学校の山本孫一は、

『逆九九の利害に就ては様々の論議のあること

であるが真に児童の負担を軽くするには逆九九

を用ひない方よいと思ふ』と述べ、半九九を推

奨する立場を取っている21)。

以上のように、高等師範学校の関係者の間で

は、意見が分かれていた。当然ながらこのよう

な意見の相違は、理論と実践という面でも影響

を与えたものと考えられる。つまり、これから

紹介する教授案・指導案も国定教科書の改訂と

総九九論争の影響を受け、揺れ動いていたと考

えられるのである。

(2) 昭和初期の九九教授案・指導案の紹介と

簡単な解説

①東京府豊島師範学校附属小学校編『吾が校の

各科教授案例』1930(昭和 5)年

尋常二年算数科研究教授案

題目 2の掛算の九九

(要旨他略)

本時

教材 第二時の教材 (4．5．6 を 2 倍する

こと)

目的 4．5．6．を 2 倍する掛算九九の呼

声を授くること。

連絡 (略)

注意 (1) 掛ける意義は累加の形式より入

り九九の呼声を授くること。

(2) 呼声は、ニシ、ハチ ニゴ、ジ

フニロク、ジフニ……とする。

(3) 斉唱に節をつけさせぬこと。

準備 (1) 名数直観物 絵画 (サイダー)

(2) 6 本入 クレイヨン (又は鉛筆)

方法

A (予備)

(1) 復習

(イ) (意義、算式唱へ方)

1 本 3銭の鉛筆を 2本でいくらか。

3銭を何べんよせたらよいのか。(中略)

(ロ) (九九の練習)

1×2=2………ニイチ、ニ

2×2=4………ニニン、シ

3×2=6………ニサン、ロク

(2) 事実問題の練習

亀のあしは四本ですね、二ひきでは何本

か。

5銭白銅貨 2枚ではいくらであるか。

6本入クレイヨンを 2箱では何本か。

(3) 目的指 (別に明かに行はず)

B (教授)

(1) 算式の教授

4本+4 本=8 本……4 本×2=8 本

5銭+5銭=10銭……5銭×2=10銭

6 本+6 本=12 本……6 本×2=12 本

(2) 九九の呼声教授

4×2=8……ニシ、ハチ

5×2=10……ニゴ、ジフ

6×2=12……ニロク、ジフニ

(3) 九九の呼声についての研究

二四 八とはどんなわけか。

5 を二つ集めるといふことを別のことば

では、5の 2倍を九九でいふと……

二六 十二とはどんなことか。
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C (練習)

(1) 算式の書取練習

6の 2倍は 4の 2倍は 5枚の 2倍は

(2) 九九の呼声練習 (略)

(3) 事実的 応用練習

1日に紙 5枚つかったら 2日には何枚

か。3銭の切手 2枚ではいくらか (略)

D (整理)

(1) 整理応用的数究

5銭×2=10銭 どんなわけか本当の問

題にしなさい。

4×2=6 6銭×2=12 5×2=10 本正せ。

(2) 九九の呼声練習22)

最初に取り上げたのは、豊島師範学校附属小

学校の教授案である。

この教授案は、総九九を用いて乗数先唱と

なっている。2 の段の九九は 2 倍という意味で

ある。国定教科書の改訂を受入し考案されたも

のといえよう。これまでの教授案と同じように

累加の形式から九九へと結びつけているが、2

が並んでいるわけではなく、4 や 5 が 2 つずつ

なので奇異に感じられる。2 の九九を分けて、

本時に扱うところは 4、5、6の 2倍となってい

る。

また、抽象的な計算は九九の呼声のみで、単

位のついた名数の問題を意識して出しているの

がよく分かる。最後の「整理」のところで、ま

ちがった計算を出して訂正させようとしている

のは、今までに見ない例である。

②広島県三原女子師範学校附属小学校研究会

編『題材の類型による最新各科学習指導案』

1930(昭和 5)年

其の三 掛算九九の指導 (尋二)

題材 2 の掛算九九

題材観 (略)

目的 2 と基数とを掛ける場合について、

事実を背景としてその意義を明らか

にし、符号×による算式の書き方の

指導をなし以つて九九の構成及唱へ

方の指導に導き、その練習をなして

その活用をはかる。

区分・主眼点 (略)

指導法

1練 習 加減暗算練習

2九九の指導

A、考 察

イ、倍することの意義

1 本 2銭の鉛筆を 2 本買ったらいくら

になりますかといふ様な問題について、

2倍、3倍、等の意義を明かにする。

ロ、乗号によって表すことの指導

1．2+2=4 之は 2 の 2 倍であって、この

時は 2×2=4 と書いて「2 の 2 倍は 4」

又は「2かける 2は 4」と読む。

2．2+2+2=6……2×3=6 等について式

の読み方及加号によって表すよりも乗

号によって表す方が簡単な事を知らせ

る。

且此の際乗数と被乗数の意味について

具体的に理解せしめる。

2+2=4 2×2=4

2+2+2=6 2×3=6 3×2=6 3+

3=6 (略)

B、解 決 (九九の構成)

以上の板書によって

2×2=4 を「二二が四」

2×3=6

3×2=6 を「二三が六」

と読むことを知らせる。(九九は常に小

さい方から唱へること)

C、練 習

イ、板書の式を指して九九を言はせる。

ロ、九九を唱へてこの式を書かせる。

ハ、2の九九を順次唱へさせる。

3整 理 九九の意義及適用の事実につい

て23)

この指導案については、「総九九を用ひてゐ

ないから、順九九指導の場合について述べた」

と、注意書きが加えられている。国定教科書が

改訂されても、授業ではそれに合わせなかった

ということである。これは、消極的な意味から

保守的で変更しなかったのか、半九九がよいと

積極的にこれを採用したのかは分からない。た

だこれまでに見てきた指導案とよく似ていると
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考えられる。

③初等教育学会編『教案中心各科教授の要領』

1927(昭和 2)年

二 九々教授の実際案

教材 2 の掛算九々

主眼 2 の累加より倍の意義を明瞭ならし

むるとともに 2 の掛算九九を授け乗

法の基礎を確立する。

予備

累加の意義と倍の復習

(1) 2銭の鉛筆 2 本買ったらお金がいくら

いるか。……4 銭は 2 銭の何倍か。

(中略)

(3) 2銭の鉛筆 9 本買ったらお金がいくら

いるか。

……18銭は 2銭の何倍であるか。……2銭

の 9 倍といふのはどういうことか。2銭の

9倍を式にかいてごらん。……

2銭+2銭+2銭……+2銭=18銭

教授

一、乗法算式への誘導

(1) 2銭の鉛筆 9 本買った時のお金は 2銭

を 9倍すれば出来ます。それを式で書

くと先のやうに長くなります。そこで

2銭の 9 倍が 18銭であるといふこと

を短く書くことを教へます。

(2) 2銭の 9倍は 18銭であるといふ式は 2

銭×9=18銭とかきます。……これは

2銭を 9へん集めることです。×は倍

するといふ字です。×の字はかけると

もよみます。何度か集めるいふ字です。

二、算式構成の指導及び練習。

(1) 2銭の筆 2 本でいくらか。これを倍と

いふ字を使って式に書いてごらん。

……2銭×2=4銭

(2) 3銭の鉛筆 2 本でいくらか。これを倍

といふ字を使って式に書いてごらん。

……3銭×2=6銭

(中略)

(5) 右 (筆者註 著作が縦書きのため右と

なる) のようにして 6×2=12 7×

2=14 8×2=16 9×2=18 の算式を

誘出する。

三、九々への誘導と九々の発見

(1) 2×2=4 は 2+2=4 と考へなければな

らない。

4×2=8 4+4=8 と考へなければな

らない。

8×2=16 8+8=16 と考へなければ

ならない。(略)

(2) 3×2=6 3 を 2 度あつめる時には

「二三六」といへばよい。

5×2=10 5 を 2度集める時には「二

五十」といへばよい。

7×2=14 7を 2度集める時には「二

七十四」といへばよい。

9×2=18 この時には何といふ九々を

使うかわかるか。「二九十八」。

6×2=12 この時には何といふ九々を

使うかわかるか。「二六十二」

1×2=2 この時には何といふか。「二

一二」

(3) かうして「二二四」「二四八」「二八十

六」の呼声をも授ける。

整理及練習

(1) 呼声の練習、個唱、列唱、斉唱等

(略)24)

この教授案は、2銭という名数のいくつ分で

導入している。2銭の 9 本分を加法の式で書く

と長くなることから、かけ算の式で短く記入す

ることを教えている。しかし、「二、算式構成

の指導及び練習」では、2 倍の計算を扱うこと

になっており、前の活動と結びついているとは

言い難い。これまでに培ってきた教授法の上に、

国定教科書の改訂を受けて、折衷したことが明

白である。

④松本浩記『標準尋二細目式各科指導案』1935

(昭和 10)年

一、題目 二の掛算の九九

二、目的

1、累加法によって 2 の九九を構成せし

め、それを暗誦させる。

2、2の掛算九九を事実へ適用させる。
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3、第一学期の加減法復唱。

三、時間 六時間

四、準備 二の掛算九九カード作製。

五、1、暗算教程

イ、基数四個の加法。

ロ、二位数より三個の基数を引く事。

2、指導方法

2 の掛算九九の構成 (被乗数先唱九

九構成)

2×2=2+2=4

2×3=2+2+2=6

3、九九の事実への適用

2 の掛算九九を適用して得る事実の

作問。

4、九九の呼声について

｢ガ」をつけて唱へる仕方と全然

「ガ」を省いて唱へる仕方とあるが、

教科書の様に棒読の唱へ方にしたい

と思ふ。

ニイチ・ニ ニニ・シ ニサン・ロ

ク (略)

5、困難を見出すこと

教科書に於ては乗数先唱の立場を

とってゐるから被乗数先唱にするた

めに次の如く訂正して授けたい。

2=2× 4=2× 6=2×

6、事実問題の取扱ひ

九月のカレンダー作製｡25)

松本浩記は成城小学校で訓導をしていた。こ

の松本浩記の指導案は、細目の形式を取ってい

るため一時間の授業ではなく、一週間分 6 時間

の進行を極めて大まかに記述しているといえよ

う。

彼は総九九を採用し、被乗数から唱えること

と 2の九九の構成を関連づけて指導しようとし

ていることがわかる。

また、最後に記述された「九月のカレンダー

作製」は、当時の生活算術の影響であり九九と

関係しているのかどうかはっきりしない。

この松本のように児童に九九を構成させよう

とする指導の場合は、被乗数から唱えさせるの

が都合がよく、また、自然と総九九が使われる

ようになっていったと推定される。

清水尋吾も「2 を基にして累加の結果を倍す

ることの乗法に結合して行けば、児童が自ら発

見的に総九九を構成することになる」と述べて、

被乗数から唱えて九九の構成をさせるとよいと

している。

｢5 の掛算九九でも

5が一つ 五一が五

5 が 2 つ 5+5=10 五二十

5が 3つ 5+5+5=15 五三十五

(中略)

といふ風に、次第に 5を足していけば、総九

九を容易に児童が作ることが出来る」と述べて

いる26)。

(3) 昭和初期の九九教授案・指導案の特徴

昭和初期に出された教育書の中から、4 つの

教授案・指導案を取り上げてみた。論争と同じ

ように、総九九を採用しているものもあれば、

半九九を採用しているものもあった。また、国

定教科書は乗数先唱であったが、教授案・指導

案は必ずしもそれに従っているわけではなかっ

た。

それでも、国定教科書の影響は大きく、不自

然な折衷をしているものや、累加を 4+4 など

2 倍の計算で行わせてそれと九九を結びつけよ

うとしたものが見られた。

乗数先唱の採用に対して、現場の教師は混乱

した。児童に自学させようとする教師たちは累

加という考え方を生かして、被乗数先唱のまま

九九を構成する授業の運動を展開したのである。

この算術科の九九教授に限っていえば、国定教

科書の改訂に逆らったというのが実際であろう。

お わ り に

大正期、昭和期の九九の教授案や指導案を考

察し検討を加えてきた。

全体的な九九教授の傾向は、大正から昭和に

かけて大きく変化しなかった。むしろ同じ様な

教授が行われていたといえる。

しかし、大正期にかけて、明治末期の教授よ

り進歩した点として、① 2 の段などの九九のま

とまりが意識され、分断することが少なくなっ

たこと、②九九の価値、乗法の式の価値を教

大正・昭和初期における九九教授実践 57



材研究して、それを授業に取り入れたこと、③

研究や観察など児童の活動を増やす方向に進ん

でいたことである。

また第 3 期国定教科書の改訂で「総九九」

「乗数先唱」となった影響は、論争の活発化と

教授案の変化に表れていた。それまで「半九

九」で実践していた教師たちも、国定教科書の

方針を守って「総九九」で実践を展開するよう

になっていった。一方、「乗数先唱」について

は、九九を児童に構成させようとする教師たち

が、被乗数先唱の主張を展開した。

最後に、この研究から現代の算数教育への示

唆を二点述べて締めくくりたい。

その第 1は、現代でも児童自らに九九を構成

させることである。九九の表を自分で構成させ

ることは十分可能である。九九の構成は自分で

図をかいたり、表を作成したりして、暗記へと

つなげることがよいであろう。

その第 2は、6=2×□のように積から被乗数

や乗数を導いたり、大きい数から下がるように

唱えさせたり、双方向で指導していくことであ

る。明治・大正・昭和期の実践は、四則併進主

義の影響もあり、双方向の意識が高い。現代の

カリキュラムも、1 年生にわり算の基礎的な活

動や 2年生に分数などが入り、四則併進主義に

近くなったのである。そういう意味からも、か

け算の九九を暗記させるだけでなく、積から九

九を導き出すような指導を行いたい。

今後の研究は、緑表紙期の九九教授や、国定

教科書以前の九九教授の資料を考察して探究を

進めていきたいと考えている。
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